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クリンプロTM 歯みがき ペースト選択のポイント
有効成分に注目したケア製品の選択
PMTCとTBI 中心の予防から一歩進んでケアの質を高めていくためには、症例と製品の含有
成分とのマッチングが一つのポイントになります。予防の大半はセルフケアにゆだねられてい
ます。これまで歯ブラシに比べて補助的な位置づけであった歯磨剤も症例に応じて成分に注目
して選択すれば、効果を最大限に引き出すことができるでしょう。歯磨剤には清掃剤や薬事上
の薬用成分、それに類する効能効果を期待する成分などが配合されています。一人ひとりに最
適な製品を選択するためには、まず "何に対してどうしたいか"（ターゲット）を明確にして
からマッチングを考えます。ターゲットは図（左下）に示すような５項目くらいに絞り、優先度の
高い順に必要な成分を決めるとよいでしょう。

クリンプロTM クリーニング ペースト  PMTC用の効果的使用法
ワンペーストタイプのPMTCペーストにはさまざまなタイプがありますが、クリンプロTM クリー
ニング ペースト PMTC用は研磨粒子が徐々に砕けて小さくなり中研磨から細・仕上げ研磨ま
でカバーできる自己崩壊型のペーストです。清掃力はブラシよりもラバーカップのほうがよりマ
イルドに作用するため、使用するツールは歯面の凹凸や汚染状況により判断します。

クリンプロTM  歯みがき ペーストによる再石灰化効果を上げるためにもPMTCペーストは
仕上げ研磨まで確実におこなう必要があります。ステインが落ちた段階で研磨をやめたり研磨
途中で新たにペーストを追加したりしてしまうと、細・仕上げ研磨段階まで達していない可能
性があります。ステイン、汚染物質等が落ちたことが確認できたら、余剰ペーストをバキュー
ムで吸い取ってから仕上げ研磨までもっていくとよいでしょう。

クリンプロTM 2 製品に共通するコンセプト
クリンプロTM  製品シリーズには、プロフェッショナルケア（プロケア）用の「クリーニング ペー
スト PMTC用」とセルフケア用の「歯みがき ペースト」の２製品があります。両者には同じコン
セプトに基づき共通する成分が配合されています。ペーストとしての基本性能である清掃力に
ついては、清掃効率を高めながらも歯質に対して非侵襲的に作用するように設計されています。
PMTCで用いれば速やかに自己崩壊してマイルドに作用する研磨粒子も特徴的です。
また、再石灰化に関わる成分としてフッ化ナトリウム（NaF）が配合されていますが、加えて
f TCP（リン酸三カルシウム）も配合することで、その再石灰化力を向上させています。さらに
殺菌成分として塩化セチルピリジニウム（CPC）とイソプロピルメチルフェノール（IPMP）が配合
されています。単にプラークやステインを落とすだけでなく、「ダメージを最小限に抑え、酸産
生にかかわる細菌や歯周病原細菌の影響を抑えつつ歯質強化を図る」というコンセプトが
両製品の配合成分からうかがい知ることができます。

クリンプロTM  製品シリーズはプロケア用とセルフケア用の双方のコンセプトやパッケージデ
ザインを統一したことで、プロケア受診者にセルフケアまで含めた提案がしやすくなりました。
プロケア用と共通する成分を配合した歯磨剤を推奨することの必要性が伝わりやすいため、
導入が容易で相乗効果も期待できます。
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f TCPの添加効果
f TCPは、フッ化物との共存を可能にした β TCPで、図に示すように、脱灰エナメル質の

硬度を向上する効果が、フッ化ナトリウム単独の場合よりも高く、再石灰化を促進するこ
とが認められています＊1。このことは、ミネラル回復率の報告＊2とも一致しており、症例と
のマッチングを考えるときのヒントになります。 

臨床において歯磨剤選びに迷う場面が多々ありますが、このようなキーワードを手がか
りに考えれば、初期う蝕予防だけでなく、エナメル質の硬度が低下するといわれている
ホワイトニング後のケアや酸蝕により最表層のミネラルが失われる傾向が強い症例に
とっても、有力な選択肢となるでしょう。

ケース１　ホワイトニング後のエナメル質への使用
下図は３０歳女性、ホームホワイトニングを行った症例です。ホワイトニング後は、色素沈着を抑制して効果を維持するためにもエナメ

ル質の硬度と光沢を回復し、耐酸性を上げておきたいものです。本症例は、プロケアではクリンプロTM クリーニング ペースト PMTC用に
より仕上げ研磨を行い、セルフケアではクリンプロTM 歯みがき ペーストを継続使用しています。

右図は６２歳男性、ヨード系含嗽剤の誤った使用法が原因の
ひとつと考えられる酸蝕症例です。初診時、ｐH2.9前後の低い
酸性度とポビドンヨードの長期常用の影響で歯面全体にミネラル
の喪失と同時に着色が認められます。修復治療後は、クリンプロTM

歯みがき ペーストを使用して再石灰化を促進させながら脱灰
抑制を図っています。

ケース２　酸蝕歯の脱灰抑制とミネラル供給

はじめに、多めにクリンプロTM クリーニング ペースト
PMTC用を全体に塗布し、汚れが落ちるまで一方向に
ポリッシング。ブラシはウルトラソフトタイプを使用。

ホワイトニング前 15 秒ほどで研磨粒子が細かくなってくる。ペース
トが白っぽく変化してくるときを目安にしている。

歯面に一層残ったペーストで１歯ずつ一方向に仕上
げていく。この時ペーストは一切追加しない。

きれいになった段階で余剰ペーストはバキュームで
吸い取り、粗い研磨粒子を排除する。

クリンプロTM 歯みがき ペーストの３ヶ月継続使用。
歯面の光沢度と滑沢度の上昇を実感できる。

初診時、酸蝕によりエナメル質全体
が菲薄化し、エッチング処理後のよう
な白い粗造感が認められる。原因を
探った結果、ヨード系含嗽剤の常用を
中止することにした。

修復治療後からクリンプロTM 歯みがき 
ペーストを使用開始。３ヶ月後来院
時、歯頸部のCR修復部位にもダメー
ジの少ない清掃効果で、粗造に見えた
歯面の光沢度が回復する傾向にある。
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▼ クリンプロTM 歯みがき ペースト処理による歯質の硬度上昇
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